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2．河川の現状と課題 
2.1 治水に関する現状と課題 

【浸水被害の発生状況】 
巴川は河道の縦断勾配が緩く流下能力が低いため、古くから幾度となく被害が生じている。床

上、床下浸水 26,156棟、浸水面積 2,584ha、一般資産等被害額 213億円の最大の被害を記録し
た七夕豪雨（昭和 49年 7月）をはじめとし、多くの被害が記録されている。 

 
表 2-1 近年の主な水害 

和暦 月 降雨要因 
時間 
雨量 
（㎜）

総雨量

（㎜）

浸水 
面積 
（㏊）

浸水 
家屋

（戸）

被害額 
（億円） 

備 考 

昭和 49年 7 
台風 8号と 
梅雨前線 

76 508 2,584 26,156 213 七夕豪雨 

昭和 57年 9 台風 18号 48 497 456 4,310 47  

昭和 58年 9 台風 10号 48 275 454 1,190 12  

昭和 62年 8 寒冷前線 87 279 18 1,201 18  
平成 2年 8 台風 11号 39 216 224 574 9  

平成 3年 9 
台風 

17～19号 
85 523 254 375 11 

 

平成 10年 9 台風 5号 47 248 212 821 13 
平成 13年 9 台風 15号 44 320 136 42 不明 

平成 11年 5月 
大谷川放水路完成

平成 14年 7 台風 6号 45 319 180 62 1  
平成 15年 7 豪雨 112 345 159 806 不明  
平成 16年 6 台風 8号 82 368 41 383 不明  

出典：水害統計、静岡土木事務所、雨量は静岡地方気象台 

 
図 2-1 七夕豪雨による浸水状況 

 

清水区押切方面を望む 
（JR東海道新幹線付近） 

長尾川の決壊 

出典：記念誌「大谷川放水路」 
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平成 11 年５月に大谷川放水路が完成・供用し、それ以降は、巴川からの溢水や破堤による浸
水被害は発生していない。 
しかしながら、平成 15 年７月豪雨や平成 16 年６月の台風８号による豪雨では、流域の各地
で内水による浸水被害が発生し、家屋浸水や主要幹線道路の冠水などが生じ、社会活動に大きな

影響を及ぼした。 

 

図 2-2 平成 16 年 6 月台風 8号による浸水状況 

 

継川橋付近 -葵区瀬名川３丁目-

愛宕霊園付近 -葵区沓谷- 渋川橋付近 -清水区江尻台町- 

南幹線 -清水区春日 2丁目- 

平成15年7月豪雨浸水域
平成16年6月台風8号浸水域

②

① 

③ 

④ 

① 

② 

③ 

④ 

国土地理院の数値地図 25000（地図画像）を背景に使用
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図 2-3 平成元年以降の主要な河川の浸水被害状況  

                           出典；水害統計,静岡土木事務所資料 

平成元年以降の主要な洪水による浸水被害状況を見ると、巴川本川流域、大沢川流域、塩田川

流域で浸水面積が 60haを超え、特に巴川本川流域と大沢川流域では浸水棟数は 300棟を超えて
いる。 
近年、局地的な豪雨が発生していることや、本支川流域の小河川や下水路などの流下能力不足

に起因する内水氾濫によ

る浸水被害の発生が顕著

である。 
現在でも短時間の集中

豪雨で浸水被害が生じる

大沢川流域は、河川の流下

能力はもとより、支流であ

る白部
し ろ べ

川沿いは湛水しや

すい地形的な特徴がある。

駿河区と清水区を結ぶ幹

線道路が冠水による通行

止めを余儀なくされるな

ど社会的な影響も大きく、

浸水被害の主な要因であ

る内水への対策が求めら

れている。 
 

              図 2-4 大沢川の近年の浸水区域図 

H3～H16 浸水(床下以上)区域図 出典：清水市資料他 

大沢川

南幹線 

国道 1号

東海道本線
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【巴川流域の低平地と市街化の現状】 
巴川は低平部を流下する延長が長く河川縦断勾配が緩やかで、感潮区間が河口より 5.0k 付近

まで及ぶなど、流水の滞留しやすい地形条件を有している。 

一方、市街化の状況は、かつては水田として利用されていた低地が市街化され七夕豪雨での浸

水エリアと一致しており、この地域には、交通網などの社会基盤の整備とともに市街化が進み資

産も蓄積している。巴川低平地部に広がる想定氾濫区域内の資産密度は約 640億円／km2に達し

県内の他の河川と比べて突出している。 
 

 
図 2-5 七夕豪雨の浸水エリア（背景は現在の土地利用） 

 
巴川流域は、人口や資産密度の大きな市街地を含む産業・経済・政治・文化等の都市機能を備

え、この地域の重要性は今後とも増していくものと予測される。 

巴川本川及び支川ではひとたび氾濫し、堤防が破堤すれば、社会的・経済的に甚大な被害を引

き起こす恐れがあるため、堤防などの現状の河川施設が洪水に対して常に必要な機能を保持する

よう適切に管理していく必要がある。 

 

浸水区域 

市街地 

国土地理院の数値地図 25000（地図画像）を背景に使用
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【治水安全度向上の取り組みの現状】 
 ■総合治水対策の取り組み〔段階的な整備〕 

巴川では、昭和 30 年代からの流域の市街化や七夕豪雨による甚大な被害を契機に、昭和 53
年に緊急的な治水事業として、河川改修、放水路、遊水地といったハード面の対策だけでなく、

流域の適正な土地利用の誘導、開発に伴う流出増の抑制、建築物の耐水化などソフト面の対策を

含む総合治水対策事業を導入し、流域一体となって洪水被害の軽減を図っている。 
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図 2-6 総合的な治水対策システム 
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図 2-7 総合的な治水対策のイメージ 
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昭和 57年度に策定された「巴川流域整備計画」は、流域の開発と調整を図った総合的な治水
対策で、河川改修、放水路、遊水地の整備促進や雨水貯留浸透施設の設置や適正な土地利用の誘

導などによる流域の保水・遊水機能の保持などによる治水安全度の確保を掲げたものである。同

計画の整備水準は時間雨量58mm（概ね1/5年超過確率）の降雨に対する安全度の確保を目標に、
想定される流域全体での処理すべき対象流量に対して、河道や遊水地などの河川施設が処理する

流量流域（河川分担流量）と地形特性などを考慮して設定した遊水地域や保水地域で一時的に雨

水を貯留する流域対策量（流域分担流量）を定め、治水事業を計画的に実施し完了した。 
さらに、平成 11年度に策定された「新流域整備計画」では、時間雨量 69mm（概ね 1/10年超
過確率）を整備目標にあげて、計画対象流量（1070 m3/s）に対して、河川分担流量（955 m3/s）
と流域分担量（115 m3/s）を定めた。これに基づき、麻機遊水池第１工区、大内遊水池の整備、
大谷川放水路の護床工整備、さらには雨水貯留施設による流出抑制対策（保水地域での目標貯留

総量 86万m3）を進め、巴川の治水計画は段階的に着実な整備を進めている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-8 巴川流域の段階的な整備 

 
表 2-2 総合治水対策の整備進捗状況（平成 19 年度末現在） 

事 業 流域整備計画(昭和 57 年度) 
【１期計画】 

新流域整備計画(平成 11 年度) 
【2 期計画】 

計画 
時間雨量 58ｍｍ 

（概ね１／５確率規模） 

時間雨量 69ｍｍ 

（概ね１／10 確率規模） 

河川整備 巴川下流 河道拡幅 → 完了 巴川下流 浚渫 → 完了

放水路 大谷川放水路 開削 → 完了 大谷川放水路 底張工 → 実施中

遊水地 

麻機遊水地 第 4工区 

         第 3 工区 

→完了 

麻機遊水地 第 1工区 → 実施中

大内遊水地 → 完了

麻機遊水地 第 2工区 → 未着手

流域対策 

雨水貯留施設 

での総貯留量 

目標 9.6 万 m3 →達成 目標 86 万 m3 →実施中

時間６９ｍｍ時間６９ｍｍ

流域整備計画河川改修前

時間３０ｍｍ時間３０ｍｍ

巴川本川

時間５８ｍｍ時間５８ｍｍ

大谷川
放水路

麻機遊水地
第３,４工区

流域貯留

巴川本川

新流域整備計画

巴川本川

大谷川
放水路

麻機遊水地
第３,４工区

麻機遊水地
第１,２工区

大内遊水地

流域貯留

時間６９ｍｍ時間６９ｍｍ

流域整備計画河川改修前

時間３０ｍｍ時間３０ｍｍ

巴川本川巴川本川

時間５８ｍｍ時間５８ｍｍ

大谷川
放水路

麻機遊水地
第３,４工区

流域貯留

巴川本川

大谷川
放水路

麻機遊水地
第３,４工区

流域貯留

巴川本川

新流域整備計画

巴川本川

大谷川
放水路

麻機遊水地
第３,４工区

麻機遊水地
第１,２工区

大内遊水地

流域貯留

巴川本川

大谷川
放水路

麻機遊水地
第３,４工区

麻機遊水地
第１,２工区

大内遊水地

流域貯留
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■ 総合治水対策の取り組み〔河川施設の整備（ハード対策）〕 

 

図 2-9 河川施設の整備状況 

麻機遊水地第１工区の整備 

大内遊水地の整備 

大谷川放水路の護床工 -駿河区富士見台-

流域貯留施設 -静岡農業高等学校- 

通常

大雨時

巴川

巴川

第１工区 

大内遊水地 
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これまでの河川施設整備により平成 16年 6月の台風 8号等では、大谷川放水路への分流と巴
川本川から麻機遊水地への貯留による洪水調整機能が発現されたことにより、下流部への流下量

を軽減し浸水防止の効果を発揮している。 
 

 
 

 
河道の整備や流域対策、多目的遊水地や放水路の建設などの事業の推進により流域の治水安

全度は飛躍的に向上したが、市街化の進展により資産の蓄積が進み、治水施設の整備水準は未

だ満足できる状況にない。 
このため、引き続き、早急かつ計画的に麻機遊水地の河川施設整備を推進するとともに、適

切な維持管理によって河道の流下能力を適切に維持・確保することが重要である。 

麻機遊水地第３工区 -葵区牛田-

巴川 

第2工区 

（予定地） 

浅畑川 

第3工区 

第1工区 第5工区 

第4工区 

大谷川放水路 -葵区古庄- 

巴川

図 2-10 麻機遊水地・大谷川放水路による洪水調節の効果 

遊水地  

麻機遊水地による洪水調節の状況

平成10年9月15日の台風5号と 

平成16年6月30日の台風8号の比較
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■ 総合治水対策の取り組み〔河川防災情報の提供など（ソフト対策）〕 
総合治水対策は、流域が一体となってハード及びソフト対策をさらに強化し、浸水被害の軽

減及び防止に努めることが重要である。そのため、様々な被害軽減に関わる取り組みを実施し

ている。 
洪水時には流水を大谷川放水路へ分流させるため、迅速かつ的確な水防活動を行うよう、雨

量、水位などの観測情報や、水門、堰などの制御・監視情報、CCTカメラによる監視を実施す
る「巴川監視システム」を設け、災害時の円滑な対応を図っている。 
また、市民の防災意識の向上を図るために巴川の河川特性や河川施設の機能に関する周知、

七夕豪雨の伝承による次世代への防災意識の啓発、災害情報の提供などに関して、イベントや

パンフレットの配布を通じて、被害軽減のためのソフト対策を図っている。 

 
図 2-11 巴川情報管理システム 

 
      

 

 

 

 

 

 

 

図 2-12 治水対策ビジュアルボードフェア    図 2-13 各種啓発パンフレット 
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■ 総合治水対策の取り組み〔流域連携の取り組み〕 
河川や都市、農地・森林をはじめとする県・市の関係部局で構成される「巴川流域総合治水対

策協議会」では、昭和 57年の発足以来、県・市の関係機関が連携して、河川施設の整備推進に
加え、雨水流出抑制施設の機能の保持、森林・農地などの保水・遊水機能の保持、盛土規制、開

発に伴う流出増対策など、巴川流域の総合的な治水安全度の向上策に取り組んできた。 
 
流域対策のひとつとして、静岡市では、住宅地での雨水貯留施設の設置を助成や、既設のため

池を多目的に利用した調節池や学校の校庭などを利用した雨水貯留施設の整備を進めてきた。 
公共公益施設を利用した雨水貯留施設では、平成 18年度末までに約 51万m3の雨水を一時的

に貯留することが可能になっている。 

 
図 2-14 各戸貯留施設の設置状況 -清水区岡町- 

 
今後とも、既存の防災調節池や公共公益施設の雨水流出抑制施設対策を推進し、静岡県や静岡

市の関係部局と連携し、引き続き総合的な治水対策に取り組むことが必要である。 
巴川水系では効果的な洪水対策を図るために、ハード整備とソフト対策が一体となり、関係

者が責任の所在を明らかにしたうえで、より一層の総合的な治水対策の推進を図ることが求めら

れる。 

 
■ その他、流域の水害軽減の取り組みの現状と課題 
河口部の津波対策は、昭和 56年から昭和 63年までに河口から千歳橋の上流（約 2.2k）まで
の堤防嵩上げが完了し、巴川右岸の常念川合流点（約 0.4k）に常念川水門、大谷川放水路の河
口に大谷川水門の整備が完了している。 
大谷川水門は沿岸漂砂の打ち上げなどによる河口閉塞が発生する恐れがあることから、効果的

な対策を講じる必要がある。 
巴川水系の河川管理施設は、堤防護岸や管理用通路のほか、大谷川放水路分流工、耐震水門（大

谷川放水路河口、常念川合流点）などがあるため、施設の老朽化や長寿命化などに対する継続的

な河川の巡視や点検による適切な管理が必要である。 
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2.2 河川の利用及び水利用に関する現状と課題 

巴川水系における既得水利は、巴川では農業用水として約 0.1m3/s がある、かんがい面積約
440haの慣行水利がある。これまでに大きな渇水被害は発生していない。 

 
表 2-3 巴川許可水利権一覧表 

水利使用者 目的
取水量 
(m3/s) 

かんがい
面積(ha) 期 間 取水場所 

清水市北脇新田

揚水組合 農水 0.0061 4 6/1～10/10 清水区北脇新田 
139地先 

大内部農会 農水
代掻期 0.058 

0.046 23.9 代掻期 6/10～6/25 
6/26～9/30 

清水区大内 
1242-2地先  左岸 

吉川堀込 
土地改良区 農水 0.0834 50 6/1～10/31 清水区能島字法才窪 

404-1地先  右岸 

 計 3件  代掻期 0.1475 
0.1355 77.9   

資料:静岡水利台帳 

 
表 2-4 巴川慣行水利権一覧表 

河川名 水利使用者 目的
取水量 
(m3/s) 

かんがい面積

(ha) 取水場所 

巴川 有度用水／有度用水組合 農水 0.035 100.0 清水区 楠 
41地先 右岸 

巴川 飯田土地改良区機械用水 
飯田土地改良区 農水

0.1809 
(6.5立方尺/s) 114.0 清水区 北脇新田 

52-1地先 左岸 

巴川 高部揚水 農水 0.018 45.0 清水区 能島 
147地先 左岸 

巴川 能島用水／能島土地改良区 農水 0.383 8.8 清水区 能島 
283-1地先 左岸 

巴川 大内新田第 2用水 農水 0.014 3.6 清水区 能島 
147-1地先 左岸 

巴川 大内新田第 1用水 農水 0.015 6.6 清水区 能島 
281-1地先 左岸 

巴川 烏坂用水／烏坂用水組合 農水 0.08625 30.0 清水区 烏坂 
657-2地先 左岸 

巴川 清水用水 農水 0.184 95.0 清水区 北脇新田 
右岸 

山原川 舞台前田用水／下野用水組合 農水  5.0 清水区 下野 
56-1地先 右岸 

山原川 山原堤／山原用水組合 農水  30.0 清水区 山原 
453地先 

計 10  0.91615 438.0  
資料:静岡県水利台帳 

 
港として利用された巴川河口部は特定重要港湾である清水港への発展の礎となっており、現在

でも巴川は河口から千歳橋（1.9k）までは河川区域と港湾区域が重複している。 
河口部では、港湾管理者と連携してプレジャーボートの係留適正化を推進しており、今後とも、

河川水域の適正な利用に努める必要がある。 
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また、巴川は感潮区間が中流部まで及ぶ緩流河川であり、資材や産物の物資運搬の主経路とし

て舟運に利用された記録が残っている。近年まで河口から木材を筏に組んで船舶によって合板製

造工場まで輸送する風景が見られたが、平成 17年に工場は操業を停止し、その姿は見られなく
なった。 

図 2-15 巴川暫定係留施設状況 

図 2-16 かつての木材の運搬の風景 

-稚児橋上流、平成 6年- 

 
河川空間の利用は、流域の各河川は、市街地におけるオープンスペースとして利用され、巴川

では「高部
た か べ

みずべ公園」（清水区能島地先）や江尻
え じ り

親水護岸（清水区江尻地先）などが整備され

ている。また、長尾川の瀬名地区の静岡市立竜爪中学校付近に水辺散策路が整備されている。 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 図 2-19 江尻親水公園 

図 2-18  高部みずべ公園 -流巴大橋‐ 

図 2-20 長尾川 -水辺プラン 21- 

図 2-17  高部みずべ公園  
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多目的遊水地である麻機遊水地は、平常時にはグランドや様々な姿を見せる多様な自然環境を

有する水辺空間で市民憩いの場として利用されている。また、市民団体などによる湿地環境の維

持・保全活動、野鳥や植物の観察会や麻機遊水地をフィールドとした環境学習、浅畑沼に伝わる

伝統漁法「柴あげ漁」の実施など、様々な主体による麻機遊水地が活動の拠点となっていて、麻

機遊水地第４工区、第３工区、第１工区を対象に自然再生の取り組みも始まっている。 

新たに整備された大内遊水地（巴川 6.2ｋ付近：清水区大内地先）とあわせ、今後とも市民の

多様な自然環境に身をおき、巴川流域の河川が抱える課題はもとより地球規模の環境問題につい

て考える貴重な教材として重要な役割を果たしていくものと大いに期待されている。 

 

図 2-21 NPO による麻機遊水地自然観察会 

 

巴川や支川では、散歩やウォーキングなどに利用する市民の姿も見られる。 
長尾川や塩田川、山原川、大沢川などでは河川清掃や草刈り、美化活動などの流域住民の自主

的な河川愛護の取り組みが長年にわたって行われている。また、灯篭流しやさくら祭りなど河川

空間を利用した地域コミュニティの活性化につながる祭典の舞台としても利用されている。 
 

図 2-22 河川愛護活動の状況 -塩田川- 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

図 2-23 大沢川での祭りの状況 
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市街地を流れる各河川では、河川沿いまで住宅や工場がせまり、コンクリートブロックによる

護岸が整備されている。特に、有度丘陵を流れ下る支川の中上流部は、河川縦断勾配も急で落差

工などの河川工作物が配置され、河道は周辺地盤と平常時の流水面との高低差が比較的大きいな

ど親水性は乏しく、人が水と触れ合える環境は整っていない。 
一方、平成 16～17年に流域内の 8箇所で実施した「流域住民意見交換会」では、身近な水辺

と触れ合う機会が増えることを望む意見が多数寄せられている。このため、河川施設の機能や構

造、流域住民の意向を十分に踏まえ、河川施設の維持管理を考慮のうえ平常時には河川の魅力が

体感できる水辺へのアクセスについて配慮することが求められている。 
巴川へヘラブナ釣りに遠方から訪れる人がいるが、このことは、巴川は水辺利用の魅力を今も

なお十分に持ち合わせているといえる。巴川流域では各地で貴重な水辺空間として、さらなる利

活用の拡大が期待されることから、現状の施設が有効に利活用されるよう、今後とも河川施設の

実態を把握し適切に維持管理していくとともに、まちづくりと一体となって、住民との協働や関

係機関と連携した水辺空間の整備を図っていくことが必要である。 
 

 
図 2-24 階段護岸の状況 -巴橋上流- 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-25 意見交換会の状況 -平成 17 年 10 月 4 日- 
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2.3 河川環境に関する現状と課題 

■ 自然環境：水質 
巴川の環境基準は、昭和 46 年の水質汚濁防止法の施行により水質調査が開始され、昭和 47

年 8 月に全域で環境基準 C 類型に指定されている。公共用水域水質測定結果によると、巴川の
環境基準点である区境巴川橋地点では、昭和 48 年度から平成 12 年度は環境基準値の 5mg/l 以
下（BOD75%値）を上回っていたが、平成 13年度以降は超過した年度があるものの、概ね基準
を満足するまでに改善されてきている。また、港橋地点では平成 2年以降は概ね環境基準を満足
している。 

　

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

S50 S55 S60 H2 H7 H12 H15 H18調査年度

（mg/ℓ）

区境巴川橋

港橋

 
 図 2-26 水質の経年変化図（BOD） 

 出典：公共用水域水質測定結果 

 
悪化した水質の改善を目的とした河川事業の取り組みは、巴川では昭和 47 年度より河床堆積

土砂の排除する河川浚渫浄化事業を実施し、平成 16 年度までに河口から葵区加藤島（12.4ｋ付

近）まで浚渫処理を行った。 

 

静岡県並びに静岡市による広域的な下水道の

整備の推進、家庭生活排水処理施設の整備など

により水質は改善傾向にある。 
静岡市の下水道普及率は約 72%（平成 18 年
度）で県平均（約 53%）と比べて高い。その一
方で、流域内に約 36,700戸（平成 17年度）あ
る各戸浄化設備については、みなし浄化槽（単

独浄化槽）が全体の約 75%を占めている状況に
あり、家庭雑排水の一部が巴川に流入している。 

環境基準 C類型 5mg/l 

図 2-27 河川浄化の状況 
（底泥の浚渫） 
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平成 16年 9月～11月に静岡市が実施した「静岡市水環境パートナーシップ」の検討では、住
民を対象としたアンケート調査を実施したが、その結果、巴川の親水性に対して多くの不満があ

げられており、ゴミなどの漂着や流水の透明度に関する不満の声も聞かれ、巴川に対するイメー

ジとして「きたない川」との回答も数多く寄せられている。 
巴川上流

巴川下流

透明度

26%

26%

3%

8%

37%

満足 少し満足 普通

少し不満 不満

親水性

31%

4%

2%

34% 29%

満足 少し満足 普通

少し不満 不満

水量

12%
12%

13%2%

61%

満足 少し満足 普通

少し不満 不満

透明度

34%

2%

1%

51%

12%

満足 少し満足 普通

少し不満 不満

親水性

10%

69%

0%
1%

20%

満足 少し満足 普通

少し不満 不満

水量

61%

4% 18%

9%

8%

満足 少し満足 普通

少し不満 不満
 

図 2-28 「静岡市水環境パートナーシップ」アンケート結果 

 
平成 18年度には、「人と水辺の関わり」に関する指標として、巴川橋から河口部までの 7箇所
にて糞便性大腸菌群数を調査したところ、190～40,000（個／100ｍℓ）という幅の広い数値を得
た。当該調査は夏季１回のみの計測結果であることから、引き続き、水質調査を継続的に実施し

ていく必要があるが、流域住民の求める河川水への親しみやすさ、水と触れ合う機会を回復して

いくためには、マイクロバイアルリスク（Microbial Risk）といった人の健康に関わる指標での
評価の観点を視野に加えて、今後とも、さらなる水質改善、親水性の向上に向けて、支川や上下

流の連携により下水道や生活排水処理施設の整備について関係機関に対策を求めていく必要が

ある。 
表 2-5 糞便性大腸菌群数と水とのふれあいのランク 

ランク 説明 
糞便性大腸菌群数 

(1 個 100ml) 

Ａ 顔を川の水につけやすい。 100 以下 

Ｂ 川の中に入って遊びやすい。 1000 以下 

Ｃ 川の中には入れないが、川に近づくことができる。

Ｄ 川の水に魅力がなく、川に近づきにくい。 
1000 を超えるもの 

出典：河川水質の新しい指標について（国土交通省河川局河川環境課（平成１７年３月）） 
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遊泳の場としても古くから人々に親しまれ

てきた巴川は、上水道の整備など生活環境の変

化によって河川への依存度が小さくなった。さ

らに、昭和 30 年代以降の高度成長期には企業
活動の活発化や流域の急激な都市化に伴う支

川からの排水によって水質は急激に悪化し、次

第に市民の生活から遠ざかっていった。それま

で巴川で獲られていたシジミやシロウオなど

の清らかな流水を生息・繁殖の場とする生物の

姿は見られなくなるなど、河川環境は著しく悪

化した。 
こうした状況にあった昭和 63年には、静岡
市と清水市は巴川水系の環境保全対策検討委員会を設け、水質保全やゴミ問題等に取り組むこと

を決定した。その後、静岡県や流域の連合町内会、まちづくり推進員会などの関係団体も加わり、

平成元年 4月には「巴川流域快適環境づくり協議会」が組織され、行政区域を越えて県や上下流
の２市及び市民が連携して「巴川の快適環境づくり」に取り組むこととなった。同協議会では、

巴川の総合治水と環境美化キャンペーンや巴川乗船体験、巴川クリーン作戦、生活排水浄化対策

の啓発などの様々な取り組みを展開してきた。 
 

 
図 2-30 巴川流域快適環境づくり協議会 

シンボルマーク  
図 2-31 巴川乗船体験 

 
表 2-6 巴川流域快適環境づくり協議会による主な事業 

事 業 名 概  要 備  考 
巴川の総合治水と 
環境美化キャンペーン 

太鼓・吹奏楽の演奏、巴川治水パネル展、
野鳥パネル展、河川の水質比較展など 

 

巴川の集い 
巴川ウオーク、カヌー乗船体験、フリーマー
ケットなど 

作家村松友視氏等による対談の開
催 

巴川乗船体験 小学校や保育園の子どもたちの乗船体験 平成10年度までに13,000人が乗船

巴川クリーン作戦 
「河川・海岸愛護美化月間」に草刈、ゴミの
収集、護岸の緑化など 

平成10年度は217町内会、学校12
校、企業等 127 社の 354 団体 

巴川夢プラン・ポスターコンクール 
巴川の未来の姿をこども達に募集、市役所
ロビー等に展示 

平成 10 年度までに 5回開催 

護岸のイメージアップ事業 
自治体や学校等の協力により、護岸や防潮
堤防に壁画を制作 

平成 6 年度から高部小学校の児童
とＰＴＡが一丸となって「塩田川護岸
花一杯運動」 

 

図 2-29 巴川でのしじみとりの様子 
千代田誌より転載 
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巴川流域快適環境づくり協議会は、水質が環境基準値を下回るようになり、一定の成果が得ら

れたものとして、平成 11年 1月に解散した。 
 
地域からの巴川水系の各河川に対する要望は多岐にわたり、今なお水質改善や上流域や支川か

らのゴミの流下など上下流や流域の連携が不可欠な課題に関わる市民の声が多く聞かれる状況

にある。このため、「協働」の取り組みをはじめとする流域各地の様々な団体や活力を活かした

社会基盤の整備を進めていこうとする取り組みが推進されるなか、将来にわたって地域から愛さ

れる川として整備をしていくためには、これまでの巴川流域での快適な川づくりへの活動実績を

十分に踏まえて、引き続き、世代を超えて河川愛護の精神が育まれていくよう県・市の関係機関

との密接な連携はもとより、流域住民や市民に対して情報提供や周知、活動支援に積極的に取り

組んでいくことが必要である。 
 
平成 16年には麻機遊水地第４工区において、「ダイオキシン類対策特別措置法」に基づくダイ

オキシン類に係る水質及び底質の環境基準を超過した値が検出された。このため、第４工区から

の流出水による巴川の汚染を防ぐため、緊

急的な対策として懸濁物質除去施設を設

置し、学識者により構成される「巴川遊水

地第４工区浄化対策検討委員会」を設置し

て汚染原因・範囲の把握、対策工法などの

検討を行った。数年以内の対策として、ダ

イオキシン類と人間や生きものが接触し

ないよう原位置固化処理を採用し、施工

性・効果の検証・周辺環境への影響などを

慎重に確認しながら対策を進めており、あ

わせてダイオキシン類のモニタリングを

継続的に実施している。 
 
 
 

図 2-32 浄化対策検討委員会の開催状況 
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■ 自然環境：動植物 
巴川流域の自然環境については、上流部、中流部、下流部、麻機遊水地、大谷川放水路、支川

の大きく 6つに分けることができる。 
【巴川上流部】 
巴川 14.0kより上流部は、河川縦断勾配が 1/250と巴川中下流部よりも急勾配となり、瀬や淵
などに加えて河床が礫などで構成されている。流れの速い場所に多いオオヨシノボリ、砂礫底な

どに産卵するタカハヤなどの魚類、谷沿いの林に生息するオオルリなどの鳥類が見られる。山地

河川の岩の間に生育するセキショウ、流れの速い水際に生育するツルヨシなどの植物が見られる。

「まもりたい静岡県の野生生物」（以下：静岡県ＲＤＢ）において絶滅危惧種に位置づけられて

いる魚類は確認されていない。瀬・淵の河川形態が魚類の産卵場や餌場などとして機能すること

から、それらの保全が重要である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【巴川中流部】 
能島橋（5.0k）～14.0k の中流部は、河川縦断勾配が下流部よりも緩やかな区間もあり、水の

流れが緩やかで河床には泥砂と砂利が分布している。また、長尾川、吉田川、浅畑川といった複

数の支川が合流しており、長尾川合流点周辺では砂州が形成され、砂州の周辺には瀬が形成され

ている。河岸はコンクリート護岸が整備されている区間が長いが、土羽の区間もあり、土羽の上

には草地が分布している。ここでは、浅瀬に多いオイカワ、流れの緩やかな場所を好むコイ、フ

ナ類やモツゴなどの魚類、水田や河川で魚などを捕食するコサギ、主に河川の中流部で水生昆虫

などを補食するセグロセキレイなどの鳥類が見られる。また、水際から護岸にかけては、やや乾

いた水辺に生育するセイタカヨシ、オギなどの植物が見られる。注目する必要のある魚類（貴重

種）として、メダカ（静岡県ＲＤＢ中部：絶滅危惧ⅠＡ類）が確認されている。中流部では、水

図 2-34 上流部に生息・生育する代表的な動植物 

タカハヤ 

オオヨシノボリ 

出典：麻機遊水地の自然（静岡県静岡土木事務所）

図 2-33 上流部の河道の状況 ‐葵区北‐

蛇行する流れ
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際から陸域にかけてのエコトーン（生育・生息地タイプの移行帯）があることによって、水際の

植物では魚類が産卵し、陸域の草地ではベニシジミなどの昆虫が生息するなど、多様な動植物の

生息・生育が可能となる。また河口からの縦断的な連続性が保たれることによって、カワアナゴ、

ヌマチチブなどの海と川を行き来する魚類の生息が可能になる。これらのことから、エコトーン

や河口からの縦断的連続性の保全・回復が求められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中流部の平坦な場所には麻機遊水地があり、沼地、湿地が広がっている。麻機遊水地では土地

改良が進められ、沼池が消失したことにより一度その姿を消したが、止水や緩流環境を好むモツ

ゴ、ギンブナ、トウヨシノボリ類などが遊水地の整備により生息するようになった。また、浮葉

植物のハス、抽水植物のヒメガマ、木本植物のアカメヤナギなどの多様な植物が生育するととも

に、静岡県内で確認されている約 380 種の鳥類うちの半分以上が確認されている。麻機遊水地で

は、主に水面、湿性草地、樹林等で構成される多様な湿地環境によって、河川部とは特性を異に

する多様な動植物の生息・生育が可能であるが、植生遷移によって多様性が減少している面が伺

えることから、それらの湿地環境の保全が求められている。また工事や人の利用によって、外来

種や他の地域の植物の侵入の増加が危惧されることから、十分な配慮が求められている。 

エコトーンの状況 

図 2-36 中流部に生息・生育する代表的な動植物 

オイカワ 

オギ 

コサギ 

メダカ（絶滅危惧 IA 類） 

出典：麻機遊水地の自然（静岡県静岡土木事務所）

図 2-35 中流部の河道の状況 ‐葵区漆山‐ 

緩やかな流れと河岸の植生 



 49

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【巴川河口部】 

河口から能島橋（5.0k）の下流部は感潮域で、汽水域から淡水域にかけてボラ、マハゼなど、

汽水域から感潮域にかけてチチブ、ヒナハゼ、ヒメハゼなどの魚類、水面及び水中で魚を捕食す

るユリカモメやカワウなどの鳥類が見られる。また下流部は、コンクリートや鋼矢板を用いた護

岸が整備されているため水面が広がり植物は少ないが、千歳橋上流右岸にはヨシ群落がみられる。

注目する必要のある魚類は、砂泥河床に生息するチワラスボ（静岡県ＲＤＢ中部：絶滅危惧Ⅱ類）

が確認されている。下流部では、カワアナゴやオカメハゼといったカワアナゴ類、マハゼ、ヌマ

チチブ、ゴクラクハゼなどの多くのハゼ類や、軟泥河床中に生息するチワラスボといった魚類も

見られる。また、中・上流部への縦断的な連続性が保たれることによって、中流部ではアユ、シ

マヨシノボリ、ヌマチチブやスジエビ、モクズガニなど、上流部ではオオヨシノボリ、ヒラテテ

ナガエビなどの海と川を行き来する魚類等の生息が可能になることから、その環境保全が求めら

れている。 

図 2-38 麻機遊水地に生息・生育する代表的な動植物 

ギンブナ

ハス 

ヒメガマ 

トウヨシノボリ池沼型 

出典：麻機遊水地の自然（静岡県静岡土木事務所）

図 2-37 麻機遊水地第 4工区の状況 ‐葵区芝原‐ 

止水面と湿性植物 
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【大谷川放水路】 

中流部から分流する大谷川放水路は、人工河川であ

るが河床は全て固められておらず、適度な水深と緩や

かな流れが維持されている。そのため、沼などの流れ

のない浅い水辺に生育するヒメガマ、マコモ、ヨシと

いった抽水植物が広く分布している。また捨石などの

石裏を好むヌマチチブ、ヨシやマコモなどの抽水植物

帯で産卵するフナ類やコイなどの魚類がみられる。放

水路護岸は高さのある垂直のコンクリート擁壁で人

との干渉帯となることから、カルガモ、アオサギなど

の鳥類が生息している。注目する必要のある魚類とし

て、メダカ（静岡県ＲＤＢ中部：絶滅危惧ⅠＡ類）が確認されている。大谷川放水路は、海との

連続性が保たれており、ボラ，マハゼなどの汽水性の魚のほか、ウナギ類、アユ、アユカケ、カ

ワアナゴ、テンジクカワアナゴなど多種の回遊性の魚類が生息するところとなる。多様で多孔質

な河床環境があることは、抽水植物の生育が可能で、それらの植物には魚類が産卵し、その魚類

は鳥類の餌となることから良好な食物連鎖がみられる。大谷川放水路の整備には、多様で多孔質

な河床環境の保全が求められ、生物の生息環境及び水質の保全のための維持流量の確保が必要で

ある。 

図 2-40 下流部に生息・生育する代表的な動植物 

マハゼ 

チワラスボ（絶滅危惧Ⅱ類） 

カワウ 

出典：麻機遊水地の自然（静岡県静岡土木事務所）

図 2-41 大谷川放水路の状況 
‐駿河区小鹿‐ 

図 2-39 下流部の河道の状況 ‐清水区千歳町‐

河口部の水面と一部に残るヨシ原
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【主要支川】 
主要な支川としては、長尾川と大沢川がある。 

長尾川の下流部は水の少ない時期には伏流して瀬切れが発生するが湿生植物と陸生植物が水分

条件によって区分され、河床に植物はほとんど見られない。上流の山付き部はケヤキ・エノキと

いった渓畔林が川沿いに生育し、瀬・淵が交互に現れている。そのような上流の環境には、魚類

では淵から平瀬に生息するカワヨシノボリ、淵に主に住み砂礫底などに産卵するアマゴやタカハ

ヤがみられ、放流されたアユが大きな石に付着する藻類を食しており、鳥類では渓流に架かる橋

桁下などに営巣するイワツバメ、渓流の滝裏などに営巣するカワガラスなどの鳥類が生息してい

る。中流では溯上したアユがシマヨシノボリやオイカワ、アブラハヤなどとともに生息している。 

大沢川は、コンクリート護岸及び底張工が施された区間が長いが、上流部の渓流環境、下流部

の緩流環境といった異なる様相を呈していることから、早瀬を好むシマヨシノボリ、平瀬から淵

に生息するオイカワ、緩流環境を好むモツゴなどの魚類が見られる。また、水際の植生の発達は

少ないが、河川沿いにソメイヨシノが 30 年程前に植栽され開花の時期には住民に親しまれている。

注目する必要のある魚類としてメダカ（静岡県ＲＤＢ中部：絶滅危惧ⅠＡ類）が確認されている。

大沢川では、水際の植生の回復による多種の動物の生息・生育する環境づくりが課題である。 

また、吉田川や山原川などの支川では、コンクリート護岸の直線河道、落差工、砂防えん堰、

床固工、頭首工などの河川横断工作物によって川の連続性が大きく阻害され、上流性の魚や回遊

性の魚の移動阻害を起こしており、多様な自然環境の創出にあたって大きな課題である。 

 

図 2-42 大谷川放水路に生息・生育する代表的な動植物 

ヌマチチブ 

コイ 

マコモ カルガモ アオサギ 

出典：麻機遊水地の自然（静岡県静岡土木事務所）
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一方、流域には外来生物法により特定外来生物に指定された植物ではアレチウリ、オオフサモ、

ナガエツルノゲイトウ、オオキンケイギク、魚類のカダヤシ、オオクチバス、ブルーギルが確認

されている。巴川の本来あるべき生態系に悪影響を及ぼす可能性が迫りつつあることから、今後

の河川環境の整備と保全を図る上での課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

オオクチバス 

図 2-45 巴川流域に広がる特定外来生物   

桜並木 

シマヨシノボリ 

オオフサモ 
オオクチバス ブルーギル

出典：麻機遊水地の自然（静岡県静岡土木事務所）

出典：麻機遊水地の自然（静岡県静岡土木事務所）

アユ 

図 2-43 長尾川（左：葵区平山）、大沢川（右：清水区大坪）の河道の状況 

瀬と淵のある流れ 

図 2-44 長尾川・大沢川に生息・生育する代表的な生物 
         ＊アユは長尾川、シマヨシノボリは大沢川を代表する生物 

シマヨシノボリ 
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 巴川流域では、洪水や浸水被害を軽減するた

めに、河川改修をはじめとする治水施設の整備

が続けられてきたが、環境への配慮や水辺空間

の創出といった認識が少なかった多自然型川づ

くりの黎明期において、浅畑川では多様性のあ

る自然豊かな川の復元を目指し、既に直線で平

坦な河道を、自然の再生力が期待される川づく

りにいち早く取り組んだ。その後、外来植物の

過繁茂等により自然回復は一時停滞したが、底

泥の浚渫や植物の間引き等など順応的管理を行

って環境保全が図られている。 
また、大谷川放水路は、巴川の洪水を分流し

安全に海へと導くことを優先した河道形態をなしているが、河床部には、上流から流れついた植

物が生育し、注目する必要のある植物の生育も確認されている。大谷川放水路の河床は、出水時

にある程度の規模の洪水に見舞われるのと同様の条件下にあることから、適度な攪乱が生じる良

好な自然環境を形成しているといえる。これまでも河床部への護床工の施工時には、現存する生

物の生育環境の保全としてミクリを対象に学識者との連携により適切な対策を実施している。 
これまでの巴川流域での実績を踏まえ河川の整備にあたっては、河川環境の十分な把握に努め、

改変による影響を予測して、必要な対策を実施していくことが必要である。 
 
自然再生推進法に基づく自然再生事業の対象区域である麻機遊水地は、かつての沼や水田環境

に生息していた多くの貴重な植物を含む多様な湿生植物群落が蘇り、野鳥や昆虫なども多く集う

湿地環境となった。 
しかし一方では、適度に人の手が加えられていたかつての浅畑沼の湿地環境と違い、遊水地の

池部は良好な里地・里山環境を保全するための維持活動に十分に手が回らず、背の高い多年生の

抽水植物数種の卓越による単純化が起こり、植生遷移（植物群落の遷移）が進んだ結果として多

様な自然環境が損なわれていったばかりでなく、周辺からの雨水流入の減少、植生域の拡大によ

る開放水面の減少・陸域化とあいまって、動植物の生育・生息・繁殖環境の悪化が懸念されてい

る。このため、多様な生態系の保全、再生のため、平成 16年 1月に設立された「巴川流域麻機遊
水地自然再生協議会」では、『生命にぎわう わ（環・和・輪）の湿地麻機』を目指す姿として掲

げ、かつての浅畑沼の自然環境の再生を目指し、良好な生態系（環）、里地里山環境にあった人と

自然との共生（和）、周辺の自然とつながり（輪）を取り戻し、後世に伝えるための取り組みが始

まった。 
麻機遊水地での自然再生の取り組みは、今後ともモニタリング調査による科学的データの蓄積

を継続しながら、順応的に取り組んでいくことが不可欠である。 
河川管理者は遊水地の治水機能を保持しながら良好な湿地環境が維持されていくよう自然再生

協議会の構成メンバーである市民団体などと協働により、市民が主体的に麻機遊水地において良

好な自然との持続的な関わりを継続するよう支援していく必要がある。また、麻機遊水地での環

境保全・再生活動を通じて、麻機遊水地の価値が広く評価され、人と河川との関わりの形態が流

図 2-46 浅畑川の多自然型川づくり 
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域はもとより県下全域に広がりをみせ、市民・団体・企業・行政とのネットワークの形成が図れ

るよう努めていく事が重要である。 
巴川流域における今後の自然環境の保全や再生にあたっては、巴川が有している現在の自然環

境について、流域住民がその希少性や重要性を十分に理解し、流域住民が共通の認識のもと、住

民、市民団体、学識者、行政などの様々な主体が連携し、治水、利水との調和のとれた河川環境

の整備により都市域の貴重な自然環境や多様性の保全・回復に努め、良好な河川環境を次世代に

引き継いでいくことが求められている。 
 

 

図 2-47 巴川流域麻機遊水地自然再生全体構想より抜粋 

い の ち 

麻機に集まる水は、時には災いをもたらすこともあったが、多くの生命を育み私たちに恵みを与えくれた。麻機に

集まる生き物たちは、水を中心とした輪を育み、その輪は人が関わることによって微妙なバランスを保ちながら水面

に広がる波紋のように小さな輪から大きな輪に広がり四季折々に豊な表情を見せていた。 

麻機の自然は原生自然ではなく、歴史的、文化的な人と自然との関わりから生まれた里地里山環境である。しかし、

戦後の急激な人々の生活様式や社会環境の変化によりその輪が乱れ、かつてあった豊かな自然が徐々に衰退してきて

いる。 

そのため本構想では、良好な生態系（環）、里地里山環境にあった人と自然との共生（和）、そして周辺の自然とつ

ながり（輪）を取り戻し、後世に伝えるために『生命
い の ち

にぎわう わ（環・和・輪）の湿地麻機』を目指す。 



 55

 
■ 社会環境 
巴川水系の各河川は人々の意識に深く記憶され、やすらぎや憩いの場を与え、河川と人々との

関わりによって形成された景観が巴川の特徴を創出している。 
 
巴川河口部では修景された橋梁や中高層のマンションなどにより港湾景観や市街地景観を形成

している。巴川下流部の千歳橋（1.9ｋ）、大正橋（2.3ｋ）、柳橋（2.4ｋ）付近では、旧清水市
によりまちづくりと一体的に水辺空間との整備が図られてきた。千歳橋上流の左岸には、河岸に

枝垂れ梅が植えられ、また、大正橋から柳橋にかけては柳並木が整備され、情緒ある個性的な水

辺景観が見られる。 
巴川中流部では高部みずべ公園の広場や親水護岸、巴流大橋をシンボルとして地域住民が憩う

姿が見られる。麻機遊水地は自然再生などに配慮した整備が進められ、四季折々に姿を変える市

街地近郊の身近な自然景観が楽しめる。 
一方、大谷川放水路は新たに開削される河川用地を最小限としたことからコンクリート直壁護

岸で整備された。景観に関する議論が一般的となった近年の社会情勢では、河川として本来有す

るべき機能のひとつとして水辺の利活用を提案する声もあがっている。また、流域の支川などで

は、災害復旧工事や住宅地の開発に伴って、治水を優先したコンクリート護岸が整備され河川の

魅力が低下しているところも見られる。 
カンやペットボトルをはじめとするごみの河川への流出で水面が汚されていることや河川施設

への落書きは、街と河川とが一体となった巴川らしさを感じる景観を損なうものであり、市民や

利用者のマナーの改善、意識改革が課題である。 
さらに、麻機遊水地及びその周辺では、洗濯機などの大型ゴミの不法投棄が後を絶たない状況

にあり、市民のモラルが問われている。 
 

図 2-48 護岸への落書き -JR 橋付近- 

図 2-49 不法投棄の状況  -麻機遊水地- 

 
景観の維持や形成については、景観行政団体である静岡市との連携により現存する良好な河川

景観の保持や川と調和した沿川のまちづくりに寄与するよう努めていく必要がある。 
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2.4 河川と地域との関わりに関する現状と課題 

巴川水系の各河川は、古来より、そこに住む人々と深い

関わりを持ち、時代ごとに地域の経済や産業の発展や静清

地区の社会基盤づくりに寄与してきた。 

これまで度々氾濫を繰り返し流域住民の生活を脅かして

きた巴川では、浚渫や河川改修などに先人のたゆまぬ努力

が続けられてきた。また、水害防止や河川利用のために多

くの労力が払われた記録や改修を称える石碑は、先人の苦

労と偉業を伝えている。 

 

大規模な近代工事によって流域が変更され巴川水系に編

入された旧大谷川流域及び後
ご

久
きゅう

川流域は大谷川放水路と

なり、さらに、流域内の低地が有していた遊水機能に代わ

って、麻機遊水地や大内遊水地では確実な洪水調節機能が

発揮されるなど、抜本的な治水安全度向上の取り組みが地

域の協力を得ながら続けられている。平常時は市街地周辺の景色を水面に移して緩やかに流れる

巴川下流域の治水安全度は、中上流部に位置する遊水地や流水を分派する大谷川放水路が洪水時

に適切かつ十分にその機能を発揮することにより確保されている。 

また、河川環境は、河川の水面に流れ出すゴミや水質の改善など、地球規模で環境問題に関心

が高まるなかで、市民一人ひとりが出来ることを認識して高い意識をもち、流域全体が一体とな

って取り組むべき課題も山積している。 

七夕豪雨から 30 年以上が経過し、快適な日常生活がおくれる社会環境が整備されているもの

の、巴川流域の各河川が抱える治水や環境に関わるさまざまな課題の改善には、平常時、洪水時

を問わず上下流域の連携を強化することが求められる。 

 
巴川は、駿府城下の隆盛や清水湊の繁栄を担い、現在の社会基盤の礎を築く大きな役割を果し

てきた。また、これまでの人々と河川の関わりは、流域にさまざまな産業や技術をもたらし、低

湿地には特有の文化を生み伝えてきた。 

巴川を渡河する稚児
ち ご

橋（2.7k）や清水区高部地区の河童にまつわる伝説や清水の郷土玩具デッ
コロボーに見ることができる古くから地域に密着した信仰や言い伝えは、自然や河川に対する畏

敬の念が伝えられたものである。 
 
近年の市街化の進展は、巴川流域の各河川と地域との関わりを大きく変え、社会情勢や社会環

境の変化、住民意識の多様化などによって、以前に比べ、川と地域住民との日常的な関わりは希

薄となり、河川に目が向けられる機会は減少している。その一方で、河川に求められる価値も時

代ともに変化している。 
 

図 2-50 巴川改修頌徳碑 
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環境に対する意識の高まりなどを背景に地域住民や市民団体が主体となった河川を舞台とし

た様々な取り組みが行われている。麻機遊水地や長尾川、塩田川や吉田川の上流部などでは、河

川愛護活動や環境教育・環境学習などの活動に利用され、人々と川との新たな関係が構築されつ

つある。また、「巴川流域麻機遊水地自然再生協議会」で議論を重ねる自然再生の取り組みでは、

人と自然の良好な関係の構築をテーマに新たな河川との関係が流域全体へと広がりをみせてい

くか注目されるところである。 

 

図 2-51 自然再生協議会の状況 

 

図 2-52 市民による長尾川の河川清掃    

 
河川を舞台に市民の主体的な活動が将来にわたって持続されていくことは、良好な河川環境の

保全・創出に有効であり、河川整備や維持管理を適切に図るための推進力になると期待される。 
このため、地域の基軸となる河川の価値を適

切に捉え、流域の歴史や成り立ち、伝統的行事

など巴川特有の河川文化や心なごむ川の風景

など地域の個性の発掘・継承に努め、人々の暮

らしと河川の関わりを、ハード・ソフトを含め

豊かなふれあいの機会を創出し、良好な人と川

との関係が維持、形成されるよう努めることが

重要である。 
 
 

 

図 2-54 麻機遊水地でのバードウオッチング

 

図 2-55 麻機遊水地での自然観察会 

図 2-53 吉田川上流部での環境学習の状況
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3．河川整備の目標に関する事項 
3.1 河川整備の基本理念と基本方針 

巴川水系の河川整備は、静清地域と巴川水系の各河川との深い関わりを重視し、河川のある

べき姿や河川に求められる地域からの要請などの現状と課題を適切に捉え、治水・利水・環境

のバランスのとれた魅力ある川づくりを目指し、下記の基本理念に基づいて、流域が一体とな

って河川整備を進めていくこととする。 

 
3.1.1 河川整備の基本理念 

巴川水系と流域の現状及び特性を踏まえ、今後の河川整備の基本理念を以下に掲げる。 
 

安心して暮らせる川づくり 

人口や資産の集まる静岡市の市街地を含む巴川流域は、産業・経済・政治・文化の要衝であり、その

重要性は、今後とも増していくものと予想される。 

このため、低平地に市街化の進んだ流域特性やこれまでの流域や河川の変遷を考慮し、静清地域の社

会資本整備に必要な治水対策への要請を適切に捉え、想定する降雨による洪水を安全に流すため、河川

施設の整備及び適正な維持管理に努める。また、下水道に関わる計画との連携、雨水流出抑制の推進や

森林・農地などの保水・遊水機能の保持、開発に伴う適切な流出増対策に関わる責任の明確化など、関

係機関や住民と一体になった総合的な治水対策の一層の推進によって、安全で安心なまちづくりを担う。

 

魚はね緑をうつす川づくり 

巴川水系の各河川において形成される自然環境は多様性に富み、育まれた自然環境や住民に愛着のあ

る景観は将来に伝承すべき地域の貴重な財産である。 

このため、豊かで潤いのある河川環境の保全と創造のため、快適環境づくりに取り組んできたこれま

での実績を踏まえ、河川の貴重な自然環境の保全に努めるとともに、社会環境や生活様式の変化により

損なわれた多様性の復元や単一化した水辺の改善に取り組む。流域の各々の場所で河川に求められる多

面的な機能が望ましい状態で維持され、良好な風景として人々の目に映り、動植物を含めた河川に関わ

る全ての生命
いのち

がにぎわう魅力的な河川環境の形成を目指す。 

 

地域の歴史と水辺文化を育む川づくり 

 駿府城下の隆盛や清水湊の繁栄に寄与した巴川は、現代の県都静岡の礎を築く大きな役割を果した。

有史以来、支川を含む流域の各地で河川は人々の営みに深く関わり、河川特性を活かした川の利用形態

を生み、洪水や氾濫などとの闘いは、流域にさまざまな産業や技術をもたらし、さらには、低湿地特有

の文化も伝えている。 

このため、河川と流域の歴史や成り立ちを通して先人の精神や英知を認識し、これを発掘・継承する

ことで、人々の暮らしと河川の関係を再認識するとともに、麻機遊水地での自然再生の取り組みをはじ

めとする新たな関係に注目し、日常的な人々の営みに良好な河川空間が活かされ、水辺文化として醸成

していくように努める。 

「巴川水系河川整備基本方針」より抜粋 
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3.2 計画対象区間 

本河川整備計画は、次表に示す 18河川の県及び市の管理区間を対象とする。 
 

表 3-1 巴川水系の二級河川の管理区間 

河川名 起点 終点 

巴
ともえ

 川 静岡市葵区麻機町北字才光寺 1464番地先の農道橋 海に至る 

大沢
おおさわ

川 大千田沢合流点 巴川への合流点

山
やん

原
ばら

川 静岡市清水区山原字上川原 466番の 3地先の山原 3号橋 巴川への合流点 

塩田
し お だ

川 梅ヶ沢合流点 巴川への合流点 

草薙
くさなぎ

川 静岡市清水区草薙字笹辺ヶ谷424番の25地先の美由登橋 巴川への合流点 

継
まま

川 静岡市葵区瀬名 934番地先の市道橋 巴川への合流点 

瀬名
せ な

新
しん

川 静岡市葵区瀬名字鳥打 594番の 1地先の堰堤 継川への合流点

吉
よし

田
だ

川 静岡市葵区平沢 1番地先の右支水路合流点 巴川への合流点

長尾
な が お

川 市原沢合流点 巴川への合流点

則沢
そくさわ

川 
左岸 静岡市葵区北沼上字ノタノウ 2329番地先 
右岸 静岡市葵区北沼上字真藤 2336番地先 

長尾川への合流

点 

大谷川
おおやがわ

放水
ほうすい

路
ろ

 巴川からの分派点 海に至る 

大慈悲院
だ い じ ひ い ん

川 静岡市駿河区池田 2862番の１地先の市道橋下流端 
大谷川放水路へ

の合流点 

小鹿沢
おじかざわ

川 静岡市駿河区小鹿字谷 1604番の 7地先の堰堤下流端 
大谷川放水路へ

の合流点 

大谷
お お や

川 静岡市駿河区恩田原 1番の 1地先の市道橋下流端 
大谷川放水路へ

の合流点 

長沢
ながさわ

川 静岡市駿河区小鹿 1057番の 1地先の砂防堰堤下流端 
大谷川放水路へ

の合流点 

大正
だいしょう

寺沢
じ ざ わ

川 ※ 
左岸 静岡市駿河区大谷 5899番地先 
右岸 静岡市駿河区大谷 5879番地先 

大谷川放水路へ

の合流点 

浅
あさ

畑
ばた

川 静岡市葵区上土新田字沼上坪 564番地先の落差工 巴川への合流点

七曲
ななまがり

川 静岡市葵区南字四十石 278番 2地先の市道橋下流端 巴川への合流点

出典：静岡県河川指定調書 ※静岡市管理 
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3.3 計画対象期間 

本河川整備計画は、「巴川水系河川整備基本方針」に基づいた河川整備の当面の目標であり、

その対象期間は、今後概ね 20 年間とする。 

なお、本計画は、現時点における流域の社会経済の状況、自然環境の状況、河道状況等を前提

として策定したものであり、策定後の状況変化や大規模な災害が発生した場合などは計画対象期

間内であっても必要に応じて見直しを行う。 

 
3.4 洪水等による災害の発生防止または軽減に関する目標 

災害の発生防止または軽減に関しては、流域内の人口や資産などの重要度、過去の水害の発生

状況やその後の河川整備の状況を踏まえ、近年、家屋浸水被害の発生している支川及び支流域に

おける下水道管理者等による内水対策の実施計画を踏まえ、巴川、大谷川放水路、大沢川を対象

に河川工事を行う。 

河川工事にあたっては、上下流や本支川の整備バランスを考慮して、近年、最大の被害が生じ

た平成 15 年７月洪水と同規模の降雨による洪水を安全に流下させることを目指し、これまでの

総合治水対策特別事業にて流域一体となって取り組んできた段階的な治水安全度向上策の一貫

性を踏まえ、時間当たり 69mm の降雨規模（概ね 10 年に１回発生する降雨）による出水に対して、

溢水、破堤などによる家屋被害の発生を防止するとともに内水域の雨水を排除しうる河道を確保

することを目標とする。 

また、平成 15 年 7 月、16 年 6 月の降雨によって著しい浸水被害が生じた流域内のエリアにお

いて、下水道管理者等が行う内水被害の軽減に向けた施策との連携を図る。具体的には「特定都

市河川浸水被害対策法」を適用し、平成 21 年 4 月 1 日に特定都市河川及び特定都市河川流域を

指定する。これより、河川管理者の果たす役割を明確にした「流域水害対策計画」に基づき静岡

県と静岡市は連携を強化して、流域の治水安全度向上のために流域対策及び下水道整備等と合わ

せ、官民一体となった流域の治水安全度向上に向けた総合的な浸水被害対策に努める。 

巴川が総合治水対策特定河川に指定されて以来、県・市が積極的に指導等に取り組んできた適

正な土地利用の誘導や盛土規制、既存民間調整池の機能保持などの流域対策に関わる成果につい

て、引き続き、機能維持が図れるよう関係機関との連携に努めていく。 

また、各河川の堤防、護岸及び堰や水門等の河川管理施設において、常に所定の機能が保たれ

るよう適正な維持管理に努める。 

さらに、整備目標を上回る洪水が発生した場合や整備途中段階で施設能力を上回る洪水が発生

した場合でも、できる限り被害が軽減されるよう総合的な被害軽減策について、県・市の関係部

局、地域住民と連携を強化し、地域防災力の向上に努める。 
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東海道新幹線

（安東川）

浅畑川
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塩田川

小鹿沢川

大谷川

長沢川

大正寺沢川

駿 河 湾

瀬
名
新
川
・
継
川

長
尾
川

吉
田
川

草
薙
川

大沢川

清 水 港

山原川

65

510

（単位：m3/s）
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大内遊水地

■大谷川橋 ■港橋

○能島

○上土

 
 

図 3-1 巴川整備目標流量 
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3.5 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標 

河川水の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関しては、かんがい用水の安定取水や既存

の水利用、動植物の生息・生育環境、景観などに配慮しつつ、今後も適正な水利用が図られ、現

況の流水の機能が維持されるよう、関係機関や地域住民と連携し、合理的な水利用の促進を図る。 
また、河川に関わる農地や森林の多面的機能の保全についても関係機関等と連携した取り組み

を促進して、健全な水循環系の構築を目指す。 
 
流域の市街化が進んだ巴川流域にあっては、水辺空間が流域住民の生活のなかに溶け込み、ま

た、市街地近郊に多様な自然環境を有する麻機遊水地などは、貴重な自然空間として、まちづく

りに果たすべき役割がますます大きくなっている。住民に愛着のある水辺空間は将来に継承すべ

き地域の貴重な財産である。このため、河川の空間利用に関しては、流域の各々の場所において、

河川はさまざまな多面的な機能が求められていることを十分に認識し、望ましい状態で維持され

るように努め、良好な風景をなす魅力的な河川環境の形成を目指す。 

 
3.6 河川環境の整備と保全に関する目標 

河川環境の整備と保全に関しては、有識者や住民との連携によって自然環境、地域特性、景観、

水辺空間等の様々な視点から治水・利水面との調和を図り実施する必要がある。 
河川の水質については、汚濁負荷量のさらなる削減に向けて、下水道管理者や市民と連携し流

域が一体となった水質改善を働きかけ、多様な動植物が生息・生育し、人々が水とふれあえる豊

かで清らかな水環境の保全・創出に努める。 
また、麻機遊水地第４工区で確認されているダイオキシン類についても、学識者との連携によ

り、周辺環境への影響などを慎重に確認しながら適切に対策を進めていく。 
 
巴川水系の各河川は、時代の変遷のなかで人為的に流域や河川の流路が付け替えられた特徴を

有し、河川の形態や水循環が変化してきた。巴川水系の各河川は下流部、中流部、上流部におい

てさまざまな形態を成しており、社会環境や生活様式の変化によって河川が本来有する多様性は

損なわれ、単一化した水辺となっている場所もみられる。一方で、水質の改善などにより多様な

動植物が生息・生育・繁殖できる環境が確認されており、支川の上流部には、保全すべき良好な

自然環境が残っている。また、流域住民からも河川環境の悪化を嘆き、元来、巴川流域にあるべ

き姿に関心を示す声も聞かれる。 
また、麻機遊水地は市街地近郊の貴重な自然空間としての価値が注目されており、平常時には

多目的な利用が図られる大内遊水地においても、今後ますます多様な価値が生み出されていくも

のと大いに期待される。 
このため、動植物の生息地・生育地の保全については、河川の背後地等周辺との生態的なつな

がりの重要性を考慮し、海や河川の上下流、二級河川管理区間の上流域及び小河川などの支流、

河川内の水域から陸域への連続性の確保、瀬・淵などの流水の変化、砂礫・砂泥などの河床材料

の保持、河川内の湧水の保全、適正な植生管理などに配慮する。河川の整備にあたっては、必要
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に応じて学識者の助言を得ながら、多様な動植物の生息・生育・繁殖環境の保全・創出に努める。

また支川などの河川環境に関わる情報が十分に把握されていない河川や場所での河川整備では、

適切な情報の収集に努めるとともに学識者との連携により適切な対応を図っていく。 

地域住民や市民団体との連携によって、貴重な自然環境を有する麻機遊水地の湿地環境の保全、

再生に努めるとともに、自然再生の取り組みを、流域内はもとより他の地域への情報発信を積極

的に行い、かけがえのない地域のシンボルとして次世代に継承する。 
平成 19 年度に治水施設としての整備が完了した大内遊水地でも、地域の創出された貴重な水

辺空間として利活用が図られ、良好な自然環境が形成されるよう地域住民や市民団体との協働に

より適切な管理に努めていく。 

良好な景観の維持・形成については、景観行政団体である静岡市との連携により、現存する良

好な河川景観の保持や川と調和した沿川のまちづくりに寄与するよう配慮する。巴川水系の各河

川は、時代の要請を受け河川周辺の土地利用状況と深い関わりをもって大小の改変が加えられて

きた経緯を有する。このため、河川の機能や形態に応じて治水と環境の調和について考慮して、

市民の身近な日常生活のなかの水辺空間として、その保全・創出によって適正な河川空間の利用

を誘導するとともに、良好な河川景観の形成に努める。 
巴川水系の各河川に形成される自然要素やそこで育まれた自然環境や住民に愛着のある景観

は将来に継承すべき地域の貴重な財産であることから、豊かで潤いのある河川環境の保全と創造

のため、四季の 彩
いろどり

が豊かな水辺空間の保全・創出に努めるものとする。 
 
3.7 河川と地域との関わりに関する目標 

巴川が古くから流域の人々と密接な関わりをもつ生活の場であり、近年では豊かな自然や都市

域のオープンスペースを実感できる水辺空間としての憩いの場でもある。流域の人々が身近な河

川空間に一層の関心を寄せ、ますます地域から愛される川となるためには、河川と人の関わりに

関する流域の歴史や伝統行事などを巴川固有の文化として捉え、これを川づくりにおける重要な

要素として認識していくことが必要である。静岡市のまちづくりとの密接な連携や調整を図ると

ともに、学識者や流域住民をはじめとする巴川流域に関わる多岐にわたる分野の方々との協働を

推進して、河川の整備を通して個性ある地域づくりに寄与する。 
人々と河川との接点が増すよう、親水性に配慮するなど親しみやすい水辺の創出に努め、河川

に関する情報の提供や先人たちの顕彰、河川愛護思想の普及を図り、ハード・ソフトの両面での

利便性の向上に努め、さらに、住民の主体的な川づくり活動との連携や河川の魅力の情報発信を

支援して、人々の交流を担う川づくりを目指し、地域の共有財産である巴川水系の各河川が良好

な状況で次世代に引き継がれ、新たな文化が生まれ育まれる川づくりに努める。 
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4．河川整備の実施に関する事項 
4.1 河川工事の目的、種類及び施工の場所並びに河川工事の施工により設置される河川管理施設

等の機能の概要 

4.1.1 河川工事の目的 

治水対策に関しては、洪水時の河川水位を低下させ、整備目標洪水を安全に流下させることを

目的に、河道掘削、引堤、築堤などにより必要な河積の確保を図る。河道計画は土地利用状況、

沿川の住民の意見を反映した改修計画とする。なお、工事の実施にあたっては有識者の助言を得

て、動植物の生息・生育環境や景観に配慮した「多自然川づくり」を基本とし、河川環境の保全・

創出に努める。 
また、自然と触れ合うことの出来る魅力的な水辺空間の創出のため、ユニバーサルデザインを

取り入れるなどして利便性の向上を図る。 
 
4.1.2 河川工事の施工場所 

巴川水系の河川整備計画の主要な整備箇所は以下に示すとおりとする。 
 

表 4-1 河川整備計画の主要な整備箇所 

河川名・遊水地名 整備区間等 面積・延長等 主な工種 

麻機
あさばた

遊水地 第 1 工区 巴川 13.4～14.3k 

第 2 工区 巴川 12.0～13.1k 

第 1 工区 22ha 

第 2 工区 51ha 

築堤、掘削、越

流堤 

大谷
お お や

川放水路 0.0～0.75k（河口～水上 1号橋下流） 

2.1～4.35k（片山 1 号橋上流～池田畷橋

上流） 

750m 

2,250m 

護床工 

大沢
おおさわ

川 1.62～2.57k（JR 東海道本線～船越橋） 950m 掘削、護岸工 
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図 4-1 河川整備計画の主要な整備箇所 
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4.1.3 主要工事の概要 

(1) 巴川 

1) 実施箇所 
遊水地整備の実施箇所は下図に示すとおりである。 

 
図 4-2 遊水地の整備箇所 

 
2) 流量配分図 
上土地点で Q=65m3/sの流量となるように、洪水調節を行う麻機遊水地第 1工区・第 2工区

の整備を実施する。 
 

 
図 4-3 流量配分図 
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七
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浅
畑
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工区 
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整備対象の遊
水地 

凡 例 ○ 

上土 

安
東
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3) 工事の内容 
麻機遊水地の整備については、池部の掘削、周囲堤・越流堤の整備を実施する。 
第 1工区については、巴川 14k付近に越流堤を設け、面積 22haの遊水地整備を実施する。 

 
図 4-4 第 1 工区平面図 

 
 

 
図 4-5 第 1 工区横断イメージ図 

A A’ 
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第 2 工区については、将来計画での整備対象区域（合計 93ha）のうち、巴川及び安東川に

計画する越流堤に接した区域及びそれらを接続して洪水調整のための遊水地として必要な区

域として 51ha を整備する。整備にあたっては、早期に事業効果を発現するため洪水調整機能

が発揮できるよう施工し、整備対象区域を順次、段階的に供用するものとする。 

 

 
図 4-6 麻機遊水地第 2工区平面図 

 

 
図 4-7 麻機遊水地第 2工区横断イメージ図 

A A’ 
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(2) 大谷川放水路 

1) 実施箇所 
河川改修の実施箇所は下図に示すとおりである。 

 
図 4-8 河川改修の実施箇所 

 
2) 流量配分図 
大谷川放水路河口で 340m3/s の流量を安全に流すことを目的として、大谷川放水路河口
（0.0k）から水上 1号橋下流（0.75k）、片山 1号橋（2.1k）～池田畷橋上流（4.35k）につい
て護床工を実施する。 

 

 
図 4-9 流量配分図 
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3) 工事の内容 
大谷川放水路では、所定の計画高水流量を流下させるために、河床部のコンクリートブロッ

ク張り工を実施する。実施にあたっては、水際への植生の回復を図るため多孔質な河床ブロッ

クを採用するなど、河川環境に配慮した工事を行う。 
 

3.2k 付近 

 

図 4-10 改修横断イメージ図 

河床に砂礫が堆積することで、植生の回

復を促す。また流下能力を維持するた

め、河床を 20cm ほど掘り下げる 

多孔質な河床ブロックの採用により

水際への植生の回復に配慮する。 

生物の生育環境及び水

質等の保全の観点から

維持流量を確保する。 
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(3) 大沢川 

1) 実施箇所 
河川改修の実施箇所は下図に示すとおりである。 

 

 
図 4-11 河川改修の実施箇所 

 
2) 流量配分図 

JR 東海道本線と静岡鉄道の橋梁及びその上流部について Q=50m3/s の流量を安全に流すこ
とを目的として河床掘削、築堤による河積の拡大を図る。 

 

 

図 4-12 流量配分図 
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3) 工事の内容 
大沢川では、流下断面の確保を目的として、JR 東海道本線から船越橋付近までの約 950m
区間において、掘削、護岸工等の河川改修を行う。河川改修にあたっては、大沢川の有してい

る自然の回復力を活用し、瀬や淵の復元、水生生物の生息・生育環境の保全・創出に配慮する。 

  
図 4-13 大沢川横断イメージ 

1.8k 付近 

※断面形状は必要に応じて変更する事がある。
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(4) 雨水貯留浸透施設の設置 

総合的な治水の観点から流域分担流量に対応するための公共公益施設における雨水貯留施

設は現在までに県及び市が整備したものをあわせると約 51 万ｍ3が設置されている。今後とも

引き続き県立高等学校や公園などの公共公益施設に求められる約 16 万ｍ3の貯留を確保する。

そのうち、河川管理者（静岡県）として約 6万ｍ3の新規貯留施設を整備し、雨水の流出抑制、

流域の保水機能の維持確保に努める。 

 

(5) その他の河川工事の概要 
1) 総合治水対策の推進 
昭和 55年 9月に静岡県、旧静岡市、旧清水市で構成される「巴川流域総合治水対策協議会」

が設置され、これまでも積極的に連携・調整や情報共有が図られてきたが、今後とも同協議会

の果たして来た役割を再認識するとともに体制強化を図り、雨水貯留浸透施設の設置などを含

めたより総合的、効果的な治水対策を円滑に推進する。 

また、巴川の治水対策は、流域の開発計画、土地利用計画等と効果的な連携、調整を図る必

要があることから、河川や遊水地整備など行う静岡県と、貯留浸透施設の設置指導や遊水機能

の保全のための盛土規制などを行う静岡市が連携して着実に治水対策を進めていく。 
近年、頻発している内水被害については、静岡市における治水対策・内水対策と連携して、

浸水区域ごとに発生原因と対策について検討し、流域における浸水被害の軽減に取り組む。 

2) 局部的な河道改修の実施 
草薙川などでみられる道路橋等の横断工作物や堤防の高さが低いことなどによって上下流

の流下能力バランスが著しく損なわれている箇所を有する河川については、施設管理者と協議

のうえ、局部的な河道改修を実施する。 
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4.2 河川の維持の目的、種類及び施工の場所 

4.2.1 河川の維持の目的 

河川の維持管理に関しては、災害の発生防止、河川の適正な利用、流水の正常な機能の維

持及び河川環境の整備と保全の観点から、治水機能の確保のほか、河川のもつ多面的機能が

十分に発揮されるよう努める。 
さらに、まちづくりに資するよう地域コミュニティの活性化を視野に、河川に求められる

巴川水系の各河川の個性を活かせるよう、関係部局や地域住民との連携を図るものとする。 
 
4.2.2 河川の維持の種類 

(1) 堤防及び護岸等の維持管理 

堤防や護岸等の河川管理施設を維持するため、

定期的または増水後の巡視により、堤防斜面の

崩れ、亀裂等の機能低下や、河床の深掘れ状況

等について現地を確認し、異常が認められた場

合には迅速かつ適切な対策、復旧に努める。 
特に、長尾川や塩田川などは築堤区間を有し、

一部には住宅等が密集する背後地盤に比べ、河

床が高い区間があることから適切な堤防管理

を行う。具体的には、「長尾川河川維持管理指

針」等を策定し、河川パトロールや巡視を通し

て洪水に対して常に一定の機能が保たれるよう努め、必要に応じて適宜指針の見直しを行い

ながら、適切な維持管理を行う。 
巴川河口部におけるプレジャーボートについては、引き続き港湾管理者と連携して公共水域の

適正な利用の推進を図っていく。 

 
(2) 河道内堆積土砂及び植生等の維持管理 

洪水による土砂流出などにより、河道内に著しく堆積した土砂の緊急的な排除については、

迅速かつ適切に対応する。 
また、治水上の支障となる堆積土砂の排除や河道内植物の除去にあたっては、地域住民や

学識者などとの連携により、瀬や淵、河床の浮き石など動植物の生育・生息環境に配慮する。

河川区域内の高木等の植樹については、管理者を明確にし、洪水の阻害や堤防の弱体化に繋

がらないよう河川巡視を通じて注視し、地域住民や学識者などとの連携により伐採など必要

に応じた対策を適切に行う。 
動植物の生息環境の保持、改善のため、河道内の植物や樹林の伐採にあたっては必要な調

査を実施し、動植物の生息空間の多様性と連続性の保全及び復元に配慮し、瀬や淵の保全、

河床の多様性の確保、創出に努める。 
河川における草刈り等については、リバーフレンドシップ制度を活用し、流域各所で住民

により実施されている清掃・除草活動などの河川美化活動の支援を推進する。 

図 4-14 河川パトロールの状況 
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(3) 雨水貯留浸透施設の維持管理 

これまでの総合治水対策における流域対策の一環として、流域内の県立高校の校庭等を活

用した雨水貯留浸透施設については、施設管理者と適切な連携を継続して機能維持に努める。 
 
(4) 水門等河川工作物の維持管理 

大谷川放水路分流堰、大谷川水門や常

念川水門、七曲樋門などの操作を伴う河

川管理施設については、洪水や津波など

の有事の際、各施設の機能が十分に発揮

されるよう、平常時からの定期的な点検

を実施し、必要に応じて適切な維持補修

を実施する。 
また、道路兼用護岸などの河川占用施

設や橋梁等の許可工作物についても、平

常時からの定期的な点検の実施を施設

管理者に促し、河川管理上の支障が認められる場合は、各施設の許可基準に基づいて適正な維

持管理を求めるものとする。 
 
(5) 巴川監視システムの維持管理 

河川に設置された監視カメラ、大谷川放水路への分流に関わる可倒堰や水門の開閉状況の確

認、樋門の遠隔動作などに関わる巴川監視システムの適切な維持管理を行う。 
 
(6) 水質及び水量の監視 

水質については、環境基準を概ね満足している状況にあるが、一層の改善に向け、静岡市に

おける下水道関連事業の促進や合併処理浄化槽への切り替えを促すとともに、地域住民におけ

る家庭レベルで実行可能な環境負荷軽減策の普及、ゴミの不法投棄の軽減に向け、関係機関に

対する啓発活動を働きかけていく。 
河川利用の観点から、親水機能を有する公園等において、安心して水と触れ合うことができ

るよう水質の改善を関係機関に働きかけ、水辺空間の魅力向上に努めていく。 
水量については、河川における流況等の把握を継続的に行い、健全な水循環機能の保持など

を目的として、治水、利水、環境の調和した適正な河川利用を図る。 
 
(7) 河川環境の整備と保全 

流域の河川環境は、山地部、平地部、河口部を含む低平地部のそれぞれの地形や土地及び河

川特性に依存している。このため、この自然環境を、行政、地域住民が巴川らしさとして共通

の認識をもち、まちづくりにおける快適環境の軸として捉えられるよう、地域住民、学識者な

どと連携・協議しながら、各地形の特性に応じた河川環境を保全し、河川の上下流及び周辺と

の連続性に配慮し、多様性の復元や単一化した水辺の改善を図るよう努める。 

図 4-15 常念川水門 -清水区松井町- 
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河川環境への影響が懸念される河川維持工事の実施にあたっては、有識者との綿密な連携を

図り、モニタリング調査と整備内容の検証による順応的管理手法を実施するとともに、その後

の河川整備や維持管理に反映させるよう情報の蓄積を図る。 

さらに、在来種への影響が懸念される特定外来生物については、関係機関や学識者と連携し、

外来生物被害予防 3原則（入れない・捨てない・拡げない）の普及に努める。 
 
また、麻機遊水地などの湿地環境が保全されるよう麻機遊水地において行われる自然再生の

取り組みについて、「巴川流域麻機遊水地自然再生協議会」を構成する市民団体や個人会員が

行う諸活動を支援し、麻機遊水地第１工区、第３工区、第４工区における自然再生の取り組み

が将来にわたって継続されていくよう配慮する。また、麻機遊水地での湿地環境の保全等に関

わる自然再生の取り組みが市民に十分に認知され、河川環境の保全に関する取り組みが大内遊

水地をはじめとした流域はもとより県下へ広がっていくよう遊水地の価値や自然再生の諸活

動に関わる情報の発信に努める。 
麻機遊水地第 4 工区で検出されたダイオキシン類の対策については、対策工事期間中も汚

染分布状況等について継続的にモニタリング調査を行うとともに、自然再生区域の自然環境に

配慮しながら、拡散防止対策を着実に実施していく。 
大内遊水地においても、地域住民や市民団体との協働によって良好な水辺環境が創出され、

継続的に維持されていく仕組みづくりについて検討する。 
万一の水質事故に備え必要な資材の備蓄

や事故状況の把握、関係機関への連絡体制等

の緊急活動体制の強化を図り、被害の軽減に

努める。                                                                                          

河川区域内の行為を伴う河川占用者等に

対し、積極的な河川情報の提供に努め、河川

環境の保持に対し適正な指導を行う。 

水辺での親水や生き物との共存や良好な

河川景観の保全を通して、魚がはね緑をうつ

す快適環境を有する川づくりに努め、全ての

生命がにぎわう魅力的な河川環境の形成を目

指す。 

図 4-16 麻機遊水地での油流出事故の状況

-平成 16 年 5 月 1 日- 
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4.3 その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項 

4.3.1 総合的な被害軽減対策に関する事項 

巴川流域では、昭和 53年の総合治水対策特定河川の指定をうけ、流域が一体となった治水安
全度の向上策に取り組んできており、引き続き、県と市の関係部局で構成する「巴川流域総合治

水対策協議会」で諸計画や事業の連携・調整、情報共有を図っていく。 
また、整備目標を上回る洪水が発生した場合や整備途中段階で施設能力を上回る洪水が発生

した場合でも、できるだけ浸水被害の軽減が図れるよう、平常時、洪水時において関係機関や流

域住民との連携を強化し、地域防災力の向上に努める。 
 

(1) 流域対策・流域連携の推進 

巴川水系でより効果的な洪水対策を図るためには、ハード整備とソフト対策が一体となった

取り組みによる減災体制の確立が不可欠である。流域の治水安全度向上策に関わるに施行者、官

民の責任の明確化などにより総合的な治水対策の一層の推進を図る。 
また、河川施設の整備の推進に加え、雨水流出抑制施設の機能の保持、森林・農地などの保水・

遊水機能の保持、盛土規制、開発に伴う流出増対策など、巴川流域のこれまでの取り組みを踏ま

え、防災調整池の存置など既往の流域対策による効果の保持に努めるよう働きかける。そのため、

流域に関わる治水上の課題を的確に認識して、県・市の河川、砂防、防災、道路、都市計画、公

園、農地・森林などの関係部局により構成される「巴川流域総合治水対策協議会」の役割を適正

に捉え、体制強化や所掌事務の拡大を常に考慮し、関係部局のより一層の連携を図りながら、直

面する課題の解決に向けて効果的、効率的な取り組みを展開していく。 

 
(2) 浸水想定区域等の情報の公開 

洪水時には迅速かつ的確な判断を実現するための情報を充実させて、水位予測情報の提供や、

洪水の際、浸水のおそれのある浸水想定区域の指定を行う。 

さらに、住民が円滑に避難できるよう、静岡市が公表した「洪水ハザードマップ」の積極的

な活用を促し、計画規模を上回る洪

水が発生した場合にも壊滅的な被害

にならないように、施設の維持管理

や、危機管理体制の強化に努める。 

また、甚大な被害をもたらした昭

和 49 年の七夕豪雨から 30 年以上が

経過し、被災体験の風化や防災意識

の低下が危惧されるため、洪水被害

に関わる浸水実績の公表に努めるほ

か、流域の地形的な特徴などの防災

に関わる情報の提供、流域における

水害に対する防災教育の支援を行う。 

図 4-17 静岡市洪水避難地図（全体図） 

-洪水ハザードマップ- 
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(3) 河川情報の提供 

静岡県がホームページや携帯サイトで公表している土木防災情報システム「SIPOS RADAR（サ

イポスレーダー）」の周知を図り、流域の雨量・河川の水位情報の発信を通じて、地域の自主的

な防災活動に役立ててもらうよう働きかける。また、雨量計・水位計の新設や情報の充実、シス

テムの高度化、流域住民へのきめ細かい防災情報の伝達に努めていく。 

※http://sipos.pref.shizuoka.jp  
図 4-19 インターネットによる防災情報提供画面（サイポスレーダー） 

 
4.3.2 流域との連携、流域における取り組みへの支援に関する事項 

巴川流域における社会状況の変化や住民の価値観の多様化などにより、これらを反映した効果

的な浸水対策や環境整備を進めていくためには、ハード整備とソフト対策の連動や、関係機関や

住民の理解と協力・協働が不可欠である。 
静清地区の社会基盤づくりに寄与した巴川の浚渫や河川改修、遊水地や放水路の建設は、地域

の発展に深い関わりを有する。このため、河川と流域の歴史や成り立ちを通して先人の精神や英

知を認識し、河川改修に関わる先人の苦労を後世に伝え、流域の歴史や伝統的な行事などを発

掘・継承することで、人々の暮らしと河川の関係を再認識する機会を市民に提供するよう努める。 
 
 

葵区南 -県道山脇古庄線沿い- 

図 4-18 七夕豪雨による洪水痕跡水位 
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さらには、巴川流域の歴史的な伝統風習や各地域の人々が川でつながる行事、古くからの人と

河川の深いつながりを示す河童話などの地域に伝わるかけがえのない水辺文化に改めて着目し、

流域住民の河川への関心を維持し、河川愛護の精神が育くまれるよう取り組む。 
具体的には、河川は、人間と自然とのかかわりのすべてを多様に端的かつ具体的に示す場で

あることから、巴川水系の各河川を「地域の身近な環境」であるとの意識を根付かせ、河川愛護

や美化に対する意識を啓発する。そのため、自然保護や環境教育、防災教育の場を創出するとと

もに、パンフレットの作成、子供向けの冊子、ホームページによる情報発信、出前講座の実施な

ど、啓発活動の場や教材の提供、職員の派遣などについて、今後も引き続き、関係機関との協力

や積極的な支援を行なう。 
さらに、乗船体験などの河川を身近な環境教育の場として活用するイベントや学習への支援、

行政と住民をつなぐコーディネーターの支援を行い地域との連携の強化を図る。 
 
地域と連携した川づくりを推進するために、引き続き巴川水系の河川の地域性に関する情報の

提供、共有を図り、静岡市のまちづくりに関する調整を図る。 
巴川水系の各河川の有する機能や形態に応じて、周辺の社会環境、自然環境との調和について

検討し、周辺住民の生活の場として良好な河川空間の形成に努める。 

 
住民の協力による水質や生物調査の実施など、継続的に住民が河川環境の保全に高い関心を持

ち、良好な環境保全に積極的に関わる仕組みづくりに努める。また、市民団体や地域住民による

主体的な河川愛護に関わる活動や河川上下流の連携に関わるネットワークの形成を支援する。流

域の連携を含めて、市民が市民に働きかける仕組みづくりと流域が一体となった継続的な河川環

境の向上に関わる取り組みの推進を図る。 

 

流域住民や企業の相互理解や意識啓発の

ために巴川流域で行われた「巴川流域快適環

境づくり協議会」による快適環境づくりの積

極的な取り組みや成果などについて改めて

評価し、住民に愛される親しみのある川の実

現にむけて、関係機関と連携し、世代を越え

た人々の交流を促すことによって豊かな河

川環境と水辺文化が後世に継承されていく

よう努め、地域の共有財産として次世代に引

き継がれる美しい川づくりを目指す。 

図 4-20 出前講座の状況 




